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例 曾

1 ごの報併li.Ri'H持J49年9月13rJから 10月10日までのj肌"0完結された. r鹿角大胤検腸)J1調資J

の略報で品る.実質問責H数は70Mである。

2 111笈責任荷11.oM:m操教符盛山ら ーであり.IlI"Hfl主. 奥山 満である.

3 快筆i主. 111 吋 ~奥山の指示と助円をうけ.地形 ・地慣及びG穏については1lI村が. その他li~

I&:をも常時で よjlが記述した。

4 t包土遺物はt.援が主であり.その.も:;かったが.こニlニ1:.昭如48年係自島分も-MLτ そ

のー舗を倒せたなおUiについTの身穣は.今後のIt!曹とLτ 1-組問高校にて作嚢中である。

5 遺物の唱1.f1f.'/{話題図及び拓彫iム 十何回高校社会将悶好会があたり，モのm喰と写真li，7 I 

ールド，遺物ともに大.lIl.カ吋量膨l-r.:. 

6 遺拘li'1:て 1・利回高校に保管されている.
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Fig 2 調査地点図



序

鹿角大綬綴t星通l;l. Mi角市花絵から小坂町に3巨る総延長

15.110・1こわえる装鰻重量備のため計画された農道で晶ります。

この予定路線内に所花する遺跡の事前調1'iは昭和47・81毒

年そのー部発掘調査を終了しております。

今年度は/J{ftl市十和国大潟宇一本木及ひ'草木字小坂のl南

地区の調鷲を行い.今後の併'先調査に演するとめ記録保存

をすることになりま した.

本報告書が関係の皆織の参考になれば幸いであります 。

おわりに純資を担当されと各綿査員，ご協力をいとだいた

鹿角市教育委員会，鹿角農林事務所オ.地改良鎮の方々に深

笛の謝意を表する次第であります。

日目 拘 ω 年 3 月

秋田県教育客員会

教育長山本



I 緒 文

n鹿角大目見係長選jは.!鹿角rlHE給丹、'O.JI{角君1V1、厳町に混じる稲ft7.50m.総延長1政mの農道

であり 鹿角盆地の東方を南北t二買いている。

当初の予定では，昭和49年度中に完工の見通しであったが，路線の変更及び土地買収の関係で.

いまえ貫通Lていない。
(1】

℃事l~. U召轟146年より始められ.分布綱吉置は昭和47年に，発機銅貨は昭和48年盛夏に行なわれた。

しかし ilIJJe分布調査と発繊湖資は.路線を実令にカバーした結果行われたものではな<.事前鋼

査もなく破駁されと遺跡も計りしれない。

この報告は.BI:!相49!J'9月より10月まで実施されたものであるが， A地点は後述するように，工

事により偶然発見されとものであり. B地点li.再三の路線変更による 3本の予定路線の l鋼所を

分布絢貨の意味を含めて絢貧しえものである。

調~責任者

調iまE目当者

絢貧民

鯖 釜 組

山本 一(秋悶県教育長}

奥山 鴻(秋問考古学協会員)

回村栄 (大館市立城樹小学校教諭}

早明記敏相 (県立十利æ~J校教諭}

大!IU書旋(県立十狗81;高校教諭}

織

~嬉員 十利回高校社会科同好会

松|判挙T 奈良鐙子瀬川l羽子長田奨代子中山美T代石井つえみ佐蔵

悦チ福士I恵子 浅 石 淳子

十和国高校定時制大湯分岐

黒沢由子 J晴礼子 柳 富 敏 子 工 様 相 子 柳沢康子柳館貞大森脇蔵

IJl r!Jl角市小坂町大胤繊.沼周宜符骨書JS48.12 秋田県文化財舗究報告書第怨聾



E 地 形 ・鎗 貧

1 鎗 形 (Fig1. 1"8 2) 

廊角盆地の東tlI.通綜軍事混Jfの地1';.広大~扇状地が形成されている。その北線11. いわ時る嵐

栄台J也を 中心とする広大~シ予見台地に織する。台地1::1こ11J. <の小侵蝕谷点制みこまれ.筒状地

1・流れこむものが..ぃ。

イド遭E事も.この喜嬰野扇状地内北織に位置する 下草木鱒高のJcJi約5OOml:晶る.'1、さな鰻世島

幸幸町扇織へのII¥n付近に存花する.この侵蝕お1;1..台地と扇状地との境界付近を凶流する償diflllよ

介戒しており.当時は.当然滋絶状であったと再えられ.遺跡11谷の出口の.いわば入江状のm分

t二広がる温勉替にのびる台地の.困層舗分に嘗まれたものであろう

湖沼の.扇状地保辺に接する fI~也珪び台地斜婦は.栄樹個・畑地として拘111 されているが.各

所に遺物の歓.j)jがみられる ζ とからも，激J匹〈のllrlfの存在が搾えられる。また鉱状遺精~の人為

的岳地形も観察唱 ることができ，今凶の発綬舗婦の背後にある.liI.n量や.用水曜なども.~海のよう

にll.¥hれる。

遺跡からの付近の眺望はすばらし<，南方にl.ì.広k在事事奥野町~}!!色が聞け.さらに後方にIt.

1M角盆地をとりま〈山並を鑓むことができる.また白ー方す<'li<には，率重雄の独立丘 (206.6m ) 

が自につき.そのd)j(ニit，恨市川が市歯車ιている

なお，本遺跡の東方約 1.5kmに11，大湯環状列6在中心とする縄文後期の大治跡が存在する。

2 亀 寅 (F昭 3・PL1) 

トレンチIf弱よりlt察される1:111について.簡単に認すと. 1:.1主上位から.1二，緑色E上層.

kil!浮石層，合/jI.:loi手石黒色混 t精.粘質日骨灰色 t婦.事占健灰肱}色上高i.砂質赤尚色土輔の6l1liが

ほめられる，

おUIの表 t帽については，現(i層原I!約12-15<閣であるが.勉主の訴によると.表土はこれt

?に。 続林や知lJ血として利用されて草てお円;丘〈の水間への存上のために.側主1畳間1Iり取られと

という .実際は.現有原以上の輔原告有していたものと.l!.¥hれる

1ft 0噂の大泌j1-G場についτ11，0-8園町fI1.帽を有1...欠除しているとニろιあるが.これは

川述の事実が. ~昨日 珊にまで亙んでいることを物』語るものであろう。 同時に'IÇ 1:.品るいは起"が

次の筑田婦のi量物包含層にまで桂んでいることも.十分舟えられる。

篠田幡は炭質拘.i手石等をややJ<宮む議色揚 k噌で.ll拘'$含帽である II物の包含1:'.曙争

体に及んでいるが.遺m内の下層に完~品の包舎が.Jぃ。 昔b嶋田唱は. J!"，内的土層も '1古vr

I婦とみ♀したが.1> る程度のj期日分カ;t-nI能で晶るかも L れな~'0輔$1主約12-60闘を有する.

IIlLV繕1::.やや柏貨の時灰色 kである品九層制lから J量嫡嫡慨に際して.織り下げた第V嬬に相

吋する土を.繍み kげたもので品るとも考えられる.

第V層t主.給t1:の強い灰掲色上で.やや硬くしまっている.

-2ー



第 VI層は./[;(蝕物 (植物体)を~<含む赤褐色の砂貧土で.遺t構内にある石類(;t， これに密箸

しているものもある。

第百~第酬は.肩車目から尉状地堆積物で.この谷の連制却で品ると脅えられ，遺物の包含は

全〈なかった。，

Fig 3 A地点トレンチ土層図

PL I 土 膚 (A地点)
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皿 調 査

1 AJl点 (F唱 2.F暗 4)(PL 15-24) 

'11 
g拘48!f'10月.自書年IJ:，.伐のお4地.9..主』富島市jj100mの地占で.AiI側涜工事中，.，.ベル

ローダーにより.遺拘が出 tしたとの僚に按した 鹿角iIi文化財係長柳沢党飯氏とk哩1:.製織に

J急行した。埋設された側l..mu'I'I"の上には. k.l:のt:Zi片がn草されていた。付近の太き〈問11，:;

れとt主蘭には.性格不明のピットが認められた.<<ちにI且胤で.工事費任者に銭安慢をJ!I々. 仁棋

をー時中断 L，11 t.い将申入れ1こ.(PL 14(a) (b) ) 

』ーでl二秋霜の降りる頃であり. .J:ll'関係者も調官主体制l・ついても時期的な問題で，1正則に中断

L調iますることはと うてい不可能どった.このとめ.昭利49年度に調査すること とし.とワあえ

r側溝珪ぴ法語により厳.taされる錦分を， 11月の遥体金利岡 Lて.可能書館りiI絢のn慢をH't

J 1:'0これは決して.IIItlといえるものでは岳地、っと 'h'l1tllm 1阿も在 <.ただ卜拘ID高段社

会将同好会の笠l，tl~~Sの~f}嘩によるものどった n察されとiI物11.リンプ紡2伽i分の 1:約破1."i: . 

少訟の石l!.'lま耳どっと。

昭-1049年J量発堀誠1唱として。前記のE型白から A地l，t~ト滋返した。 以下調査IH去を".心に.!l!週土j る.

9月13日 {金} 鴫

flU事された杉をflltL. Iルドーザーで鍬彼及びJ官1:の除1:.

9月14日 (土} 明

午前中発泡用具現鰻.明書tr地境界No331のコンクリート枕在中心tニ.10mX2.5mll>トレ ンチH!l

i轟に平行して殺定。長舗を2m毎に区切り 5区分する..tti帯は.鹿角$十和問草木学小1&9の 1~陸

地である。

l<土1;1.ブルド由ザーにより除土されているので.k~崎淳fi ~聞のIiiまで.平均的に向11'1'1 る. "1掛

浮石膚の雄積がみられず.1I11がは11しい. この~め. f正倉時』主筆面を水糸で張り自'Itm日より

4oaoまでの~き走者自 J I曹 と 似体世る.以下1000毎lニ・ - x 唱と1，1.:.

高土よりー1000で全(it1: t z:li.l片出土する.小磁片であり.完全に浮いた状態で品る.lとまり

がない.第四区に'1、堕石1(>の破片出上@石のみと思hれる石穆が同時にIII土 (PL18 1:) U r，l，に石

盟主:e土 (PL17下) (F唱 17(，，)の8).N区に勾台風 1:1!.'l底郷(ii'iH圏西宮Eに近(). VI~ に 1. 鎌

11¥ 1:. N区-v区には.al:llIIのみのa.土が多い.

9月u日 (日) 鴫

VIi{西南雪置に大湯浮石層のJft!慣が出現a 西E置を移幡べ告でか y トしながら遺跡.田ばには.かす

かに特別できるI"1ItCPL18の下). 東側11. 前年度の法画工事のために盛土l'r島町.111績が1喧

L(不明である

Vl正の浮石崎の状態かι.西側にのみ若干筏っτいるのPはないか.? lVli{西側に.事品質 L出現(PL

21 1:)。 土穏破H'のlI't1: ): L 大湯浮石婦の下両l・水糸を。淡町.以後の1ft1:11水糸曲全権時直に

川棚剣舗網宜概告書
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深さを記録する。枯土質まで雛り Fげて作業終了。

9月16日 (月} ・のち小筒

1V[>t大渇I事石喝のー1ト lh l二.本炭片と土包破片自主.$状に尚土台 圃区東寄り に給慣土が出現.

W区とともに.黒色土のみ鳴り下げる。LV区東唆にi正〈給薫.杉のヨEが出現.-r~ガヲカリする.

11乱されと跡歴然。全区を平均約t二削平。

IVIぱの制上質を除去。模 (準大)とI;g片が湯(f.しで出上する。 H区東側に.比較的ま とまった

状趨で土l1111士。 JV区に法ntG/Jl土 (PL23の上}。 嘆に錫われた惨な状態であり.中央部より東

傍I孟.川tが深〈寄っτいる IA土よ叩ーω-700砲に. f量JJ彩の角線が出土.~民地文化面を考えさ

せる.

V夜中央t・0 士径が:1tおられTいる状態で出上。(PL24の上)完形土露 (PL21の下)現ぴ耳鄭状

k製品が/1¥土。中央付近の/lU:状線は， 数{闘がji繍Lτいるよ?に感じられる.

Dr;t.とm(l{の中間に.J士事責的大形破片出土 (PL22の下). 田l在中央北寄り l二. ~カラのような訴

の塊が.'iI土Lと.住絡についTIH"III.t器と嘆との混復している付近に li. 本演片~<散在して

いる.

'Itl幅約に織り下げる。日[正中央に完形i主口土器出上(PLI9).0区花束鯛1ニ.大型深鉢と忠われ

る般1i'/ILl:(PL 17の上)。測.且ぴ k糟図を作成のよ作線終了.

9月17日 (火) 鴫

哩司Hn，軍.

-:::r-
。

備濁

• • 汁ケ
• 

G市6・j、f.- . ~ • 
• ‘ 、

• 

る
主

2'" 

Fig 4 トレンチ実測図 (A地点)
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N 出土遺 物

遺物は.:Ulがtであり.寸ベてAt邑F・4からの，'1¥1でhる.その量l孟.闘相481f.の採節分も合せ

て.リンゴ箱S個fl1'hった。ここ1二は.そのItI略的舎 ものをのぞるにすぎ苦い.

髭彩t孟.深鉢・鉢・ 3鯵事・勾台付廻・骨量・注口 tZi事であ 1').~S事 ・ 鉢 . 'II~. 胴上告ーから日顛

舗にかけて.縄文のみのもの {組唄土器)や， "1開縄文.l:士線による入組文.列点・刻み闘による

凝縄支持町立4量得が裕遣している。 llIl・i主鉢・ 注門 1:1:11主，園事研された無文のものが~(. .IIIl.i'l 

鉢1:1:.ゆるやかな滅状11械が巨である。注II+.践には。長鱗と紙顛のものがあり .顕fflIliiIu書品官

、t.f:量JWf<J の'(:形に外反する ものが~t\(I 聞~~~IUま形で.小さな丸い低いず?が貼り11'けられ

ている。 深鉢.鉢の11Ulltll~. 平縁司法Vi.浪飾実主主がみられ.底は. I鵠氏・小勾台風のものが多

い.また土zi届に1:.M化~が付着 L. 土醤全体がポロポロにもろく生っているのが多かった。

1 完形・ 復元企鍵 (F.g6(aj(b) ) (PL 2・3)

Fig 6(&)とF'ig6(防は.完雪埋または大部分を残す上穏で晶る。

F'ig 6(&)の 1・2・41;1.， iln-l:器である。

1 は.ヘラ~Jt工Aで府併され.ロ縁貼町付1" 綿且ぴ刷IltIIこ.各 l 条の沈線がめ (，らされている。

口径8.sco..捌符13.加・.l!ioO;14.伽 h 色況は灰l晶色.

2ι 1t向僧_ffされ.口総貼I){寸付部品ぴ..l:ruIに各1.l是の誌織がめぐらされτいるo .¥ltIJに

は.鮎q付け小勾{1がみられる。口径 9.&亀岡IlI4.8an.'"筏 3.伽君、 zi高21.お風色01:11灰褐

色ー

31t台{崎で。 JI耐tよへら状工呉でm研されている。l.lil6.旬 、胴筏12.公官、 &JIlS.5<:m.器

。明12.9明、茶網色.

4111 ・ 2 と I，~燥で. i:t線I!.口縁貼町付1I拘置だけでゐん 口径 8伽、綱1113.伽ft，2:l高13.1

m 黒色?晶る

rag 6ωの 1は淀utZiで.へら状工具で耳障鍋され， n総績が大き〈外反するものと思われる。

口縁結り付け姉，顕邸にI!各 1:条町決線が的 ぐらされ.底部は. F'ig 6(心的 2と(，・1峨鮎q付け小勾

台がみられる.nl!州泡 8.加n.!開後14.20靴底Il2加民推定器湖16.50民色沢灰白色.

2は勾台f.tJID.で.内外Iloともよく 商事研され.ず1nnには 1(鴎の小孔がうがたれている。ul量12.5棚

断基 6.初、Z;iOi5.3an.灰白色。

311台付鉢で.ロ織にxj提起.'J、突起がみられ. ~時te上l主刻み目があ1')，大笑組1;1. 3分.小突起

1主Z分されτいる.文IJli人組買である。口径鯵1117.Oar、底径 6ふ君、沼山7.1....灰縄色

41孟街底の司置で.斜縄文カ鳴きれ，底事証書11主婦りi怖されている.後定ロ筏 5.7m.ZI高指定11.5

個、
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Fig 6 (a)完形ー復元土縫実鴻図
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Fig 6 (b) ~形・ 復元土H婁濁箇
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2 土・・E片 (rtg7(・)-Fig 14) (PL‘ω-11) 

篠 1橿土鑓 (Fig7(a)(b)・ PL4(心(b)) 

銭形1.1:深鉢且ぴ大型査で.器菱自匝に縄文のみを縄文rるもの。

IIU踊鰐が直立し， 肩書容が大きく張り出し危大惣殺.3・4は，由るやかな液状[..1織で.その他

1.1:平械である。 12は結束され奇いb肩体による羽状縄文を施したものである.

。 叩<m

Fig 1 (a) ~ I種土録

. 



6 

8 

10 
9 

11 

Fig 7 (b)第 t種土銭
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M2種土器 (Fig8) (PL5) 

無文の深鉢及び浅鉢である。

l は 1::])縁部が自主立した深鉢で，他は浅鉢である。 5 ・ 6 ・ 7 ・ 8 1まi~状口織である。

5 

7 

。 50m 

8 Fi~ 8 第 2種土器
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M3種土信 、F唱 9)(PL 6 

5影は~鉢&ぴ鉢で晶る.事行1tl砲を巨とするもの 1・2.3・41主.U縁 k徳奇織り測して

、‘O 5・7・lα!. 2l:のit線をめ寸4ι.tの聞を織q消している。 6. 13<1沈織がみられな

い九の 8 ・ 9~主. 4-6~の沈線をめぐ.; L.，その聞を機り捕して.縄文を交互に純文しτいる

むのι u ・ 121よ縄文縄文後ιl;t~をめぐらし rいるもの。 141孟.山形突舗をむち n柿突.l!:下に 2 Xl

の;t織が楓状tニ施されている。I-I.~ L::1¥I1ニ1$2~のi北線がめぐらされ.その問11織り消占れTいる.

151l波状11織で.士採によりL喝されるIlt，I郷1.1..織り消されている なむ. 3・7・8・121i1症

状Il~ C'1>る

電極極謹愚

回喧嘗
ま司F

.2 

Fig 9 第 3羽土器
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M4種土11(Fig 10) (PL 7 ) 

お形は大部分が鉢形上(.jである。 n緑li，いずれも波状r1織で.品5ifnlま大郷分が人組文である。

5・6・71:.平行i'x線開l二列線がみられる.

lOIj:入組結E首都に.イボ状小突起がみ られる.

91主. 5. 6. n~慢の列織と l(fl事録のイポ状がみられ.さらに三文文を有する

111~n録上都を織り痢t..ロ鎖飾の文惨帯嬢合flJに，倒11.. d立の三主主を有する，

11 

。 104:'" 

Fig 10 M4樽土鍵
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M5覆土鱒 (F'ig11) (PL 8) 

器形は.深鉢及び鉢で.前向と同線入組文を主とする.

2・41;1:， 口織に決起をもっ。 4の軍国都立ちあがり ;刊分には。列線がめぐらされている。

O 

E函 E 孟目

Fig 11 第 5樋土錯
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M6穣土It(Fig 12) (PL 9) 

文l晶11人組主を主とし(1*;に).:.~提起と小突起がみられ.大~(Çに11刻み闘が入門， 2-3に分

けられtい品。

1111，大突起ドに磯町婦がみられ.刻み目が入り 2~~在れている。

9 ・ 12Jの)(~~下に1$，沈織が'ßニされ.突起~と(0(切されている.

12 

15 

。 IOCM 
「 一 一 -

Fig 12 第 6禍土鶴
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M7置土緑 (.，宵 13)(PL10) 

it政.列線.刻みUによる凝縄文を主主織とする.

1・12・15・16・17・181主，口線郎に突起がみもれ， ~Jみ臼により 2分されている.

31ム nOrこも刻み目がみられる

7・1()q)1I縁にI:t，イポ.fk小2信組がみ4れ， wJみIJがほどこ在れ2分されている。

13:.:入組結節舗に.イ ポ~'J、突起がみられる.

2 

割弱 j襲!

9 創刊

必札指ι

腸狸盟盟問

。 loem 

Fig 13 IP油土器

一 げー



M8種土語 (FI814) (PL 11) 

口総書sに三叉文通ぴl't線滅状人組i虫:を布する鉢形土穏で品る.

81:1:内繭口録上部に.才Latt状突起を有する。

1 1 

戸'、ムー -;TIτ『ー
r.Jiペ..a立 i
t 手昆 ..，.~一ーーιιム~ '

8 

護!
12 

。

14 Fig 14 第 S横土鶴

2 

6 

13 

坤<.. 



3 •• (Fig15) 

J . 2・31;tfl付onと思われ 4は台付金で品ろ う.勾台風である。 1・4の台陥付仰には.沈

線がl粂めぐらされる

2 

3 4 

。
-・・..-冒圃圃圃戸幽-
'-'"ーーーー・・白嗣a・・・・ーーーーーーー一一一一一一一一一

Fig 15 土鈴鹿信実測図
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4土領晶 (F"K16) (PL 12) 

Fig 16は土製E，で島る.

1・3は.あるいは1:1'.:1の決起かもしれ幸い。

2・4はlflP)で， 21;1.lf低 4 I~J;':状耳飾と思" ，t， 'Ill.ilこ五倍三史文が軍隆文されている.

3 
。 50側

」ー-園田弘ー一'四国『ーー」 4 

F唱 16 土創sW測図
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S右 鍵 (Fig17(心{ゆ )(PLI2・13)

石繊 (Fog17(.)の 1・ 2)(PL 12) 

ともに縫質頁岩製の凸義の石絵である。

11主婦端が欠織しているが，無益で，いわゆる槻~形を要する。 2 は省筆である。 両者ともに基

告s周辺に守 7-;"77ルトと想われるものカ可す者Lている。

右錐 (Fig1対.)の3・4・9)(PL 12) 

ともに縫質頁岩製の石維である.311.やや小ru!であるが.先繊舗に使用痕である摩滅銀分がみ

られる。4も先機部が大分liIt減しており， f:史朗度がうかがえる。両者ともに，先端部の断面11，三

角形を翠する.91:1:.その大部分に.原石世らの幹l総面を残しでおり.先端部周辺に，わずかに絢

箆が成されでいるのみである。また.先端部には.7ス"7.，)レトと窓、われるものが付着しτいる。

石匙 (fig17(.)の5・6・7・8Fig 17(h)の7)(PL 12・13)

すべて般質fl岩製の石匙である。Fig1司.)の 5・ 6. Fig 17(防の W.，いわゆる縦型の石匙で，

Fig 17(.)の 5 ・ 61~，両面からの湖疫により.でいおいなノ ッチを入れ，つまみを付しているが.

Fig 17(h)の7は.Ji"'而からの湖箆で，しかも一方からの浅いノ ッチのみで.つまみらしいもの1;1.明

瞭でない.Fig 17(.)の6・Fig17(防71:1..片ー商にのみ調豊富が1&.されているが。Fig1πa)の51:'→湖

沼ではあるが。両面加工により刃部が形成されている。Fig17( .. )の 6の/'iチ周辺には， 7;7..77 

ルトと忠われるものがH着している。

Fig 17(.)の 7・ 81ふいわゆる繍裂の石匙である。と もに両商からの調設により.でいねいなノ

yチが入れられ.つまみが付されている。刃部1;，片而からの銅盤のみで形成されている。

不定形11製石鵠 (Fig17(.)の10.11・12・13・14)(PL 12) 

ともに片衝に原石からの剥厳磁をそのまま残t.，あま可溺慾のi;ltされでいない*，J片石t告である。

泊質i主1(1(1)みチャートで.その他はすべて銭貿策総である。

.袋石のみ (Fig17(b)の 1. 2) (PLI3) 

1・2ともι片縫製の石のみである。 lは長さ約17.氏m， 2はが~ 18聞を計る。両者ともに.研磨

の到ら生かった部分があったのか.あるいは磁鍋後も.その告自分を研縛して使用したのか.研磨の

且んでいない:liI分がみられる。また， 1のほぼ中央部の周辺に.アスフアルトと .~，hれるもの舟吋サ

着している。

小型鹿磁石斧 (列車 17(b)の 5)

脳油製の小型噂製石斧である。完成品の一部破領したものか，未完成品かはっきりしない。

その他の石緑(Fig 17(b)の3・4・6)(PLI3) 

3・6ともに. Fig 17(b)の 1. 2と同様の石のみh、順裂石斧あるいは.fi刀の煩の石務の破片で

あり， :lはよく 研磨されTおり.岩貨は石英安山総である。 61;t片宕般で.よく研理事されていた袋

持はあるが.か-iり風化していて，もろくなっている。

4は，用途不明の片岩製の打製6器で.三辺を打ち欠いて四部を形成している。おそら<，欠損

部にもそれがあり.四辺に聞係を設けたものであろう。

-21ー
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Fig 17 [・]石綿実湖周
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Fig 11 (b)石総実測図
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v 考 覇F

3日間の調査で品勺えが.iI婦の性格を傾'xに断定できるほどの緩証1:1専られなかった.

絡調t.l世は.10m x2. 5mのトレンチ I本であり.当地方に於'1る通常の縄文民再発峨では.大t晶J事

行腐 FI二 。 ì!'I珂及び遺榊が存在するのが将飾的で品る。このため.浮石府までは倒f量的に~HをIî'

qぃ.それを}つの義準として.以下の部分については細心の詑意をもっτ廷』屈するのであるが.

例記のように.トレンチ内の大湯浮石膚の存(E，.>' 1-安定者ものであ った。

後 H. 付近一帯のE審査とJt主の助ヨを総合L て.次のように解釈した。 発織地tt. 館状遺備の~

泌の'1'の.わずかを高まりのある部分であり.2()均\ r~iII)までは . 1lBと Lτ縛作されていた. "l時起

緋中に. 上告片の出 t!.t . か~1) 事かったという，以後. 付近の水悶への客土Ql-e，.容に迫られ . (o~ 

まqの大節分IJ.大貨の黒土とと il二例乎され. 10年前に惨を舗nιたものでゐる。このため.Ii.

1:付近のIt-lilが著し<.大湯浮石嶋の欠除した郎分t...J< .その推償状態も極〈薄いものであっと.

t.，にjj(Jd側 (東側)は.法碩の盛土もあり，~ lより-4伽η~荻lanまでは.明暗にJ:腐を傭紙切 る

ことはで事告かった。

純資t師1J'tは.I長o買いものであ ったが.トレン少の'1'央より東山qの落ち込みは.わずかなもので

あ今止し.ニれをi主Ii!Hd:の周!'.1と 4えられないこともないが.断定することはできない。もしはかj

枇必と仮定すれば.その大半は.i.去繭且び道路般により破頃されたものと考えと".健火・炉法

'11の検出も.土径の，u主主出土状態4みられなかラ介.

VI 事草 指

この発嶋縄支で出土したAt重点の遺物l孟.縄文後期...-の'PrPJ主に類するものでh'). -1111:. 

縄文晩期初般のものも苫んでいると 身える.依岡県で#...これほどまとま勺τ出土ιた例は1>まり

岳色、

段々はJ当初.可能な限円分M発掘を臼術しとはしかし。すでに述べとように.鍵.l!.の111ftい 1:

緬状態では.その成果を期待することはで母なか勺危.も L.偶然の発見では岳<.いま少t.'，!< 
工事管E削tニ調査できたのであれば.成1'IJIl!)]における 殴況な成架をtl"fl尋止と.l!，1，う。

l!備につい T も . その大半1;1:.すでに破1ìII~い しは路面 FIよおしつぶされ.a問主に協力しと高12

笠の喰阜もまと大きかった。

自制 E事

末文で~薗であるが.発事庫調査を承織された綱館正武氏.初沢事永氏.穆々の飾a不をI買いt.: 1IA

立博物館の書官秦崎氏.大館市史編纂主の飯崎鮮軍E氏.県文化禁門問先夫先生.発明!ltに入浴の慢

を与えられと大渇温泉馬鍵旅館。そして.島伊東の途中f軍事ーした冷いホを.我々に還し出して〈れ

と十卯回高校の男子生徒 {失礼だが名前世失念しと).社会手制司好会の生徒持者に厚〈感謝の怠を

nします.
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参 考 文 高f

止化財保護量日告 ')a踊側n翼状列ぶJ 1111相筏年

i量i'l:lItJ:r陸前￥r，'~l'l\ift貝t輩出 1: の+てお自白年について』泌釜市教討論Z

・ 段』蝿K，・島哩i呉台倒貝塚/1¥L向上笛について』丹古字漣主主舗の l

~~IlUI:有大学問fU:~陥 ，仙台身fAl辺の考古学的問究 J 1968if. 

'I' ，..~r敬子'f~t.l会， {il串i!t跡発明，~í'r.概鰍 J 1975r" 
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PL 2 ~形・ 復元土器
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PL 3 完形・ 復元土務
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I"L‘ (a) ;属 1種土器
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PL 4 (b) M 1 ~置土総
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PL 5 第 Z~彊土総
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PL 6 第 3積土総
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PL 7 第4種土器
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PL 8 第 5種土器
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PL 9 M6種土君事
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PL 10 第7週土器
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PL 11 第8樋土鰭
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PL 12 土製品 ・石器
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PL 14 
上.昭初総年農道工・A地点現場 (~t東から )

(8) 
下.滋薗工事により遺物出土 (商から)
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PL 14 
上.A地点工事現場 (北から}

〔吋
下.工事により出現した性格不明のピット
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上.41道エ・完成後のA地点
PL 15 

下. トレンチ発泡鯛蛮風景
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上.土鑓底総出土状態
PL 16 

下.土骨量出土状鯵
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上.大ft~潔鉢の磁片出土
PL 11 

下.欄磁石餓出土
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上.石のみ出土状態
PL 18 

下. m区西壁の大湯浮石膚と土器底舗
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PL 19 i.主ロ土器出土Z貫徹
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上回区発繍調査風景
PL20 

下 回区の土器出土状態
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上.f.I区 .V区の石出土状態
PL22 

下.土銭汲ぴ右の出土状態 (0区-m区)
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上.N区3主ロ土鋸出土
PL23 

下. トレンチ全景 (l区よリ)
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上.V区南測トレシチ鐙の霊出土状態
PL24 

下.調査終了後浬戻されたA地点
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PL 25 (a) 
上.B地点風景

下.Cトレンチ
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PL25 (bJ Bトレンチ土膚写真

-53ー


	第35集 鹿角大規模農道発掘調査略報
	例言
	目次
	図・図版目次
	序
	Ⅰ 緒文  調査組織
	Ⅱ 地形・地質
	Ⅲ 調査 1 Ａ地点
	2 Ｂ地点
	Ⅳ 出土遺物 1 完形・復元土器
	2 土器破片
	3 底部
	4 土製品
	5 石器
	Ⅴ 考察 Ⅵ 総括



